
一般社団法人 山梨県介護支援専門員協会 峡中支部 

令和４年度 第 1 回 研修会終了後アンケート結果（令和 4 年 10 月 26 日 課題整理総括表） 

 

○研修会の企画について 

 評価 ご意見・ご感想 

1. 研修テーマ 5 ４ ３ ２ １ 

↓ 

５・・・19 名 

４・・・9 名 

・何度実施しても学びきることできないので良かった。 

・苦手意識があるので、再確認できて良かった。 

・課題整理総括表は永遠の課題です。 

・苦手なので、繰り返し学びたい。 

・分かりにくいことだったので、良かったと思う。 

2. 研修時期 

（ZOOM を含む） 

5 ４ ３ ２ １ 

↓ 

５・・・5 名 

４・・・7 名 

３・・・8 名 

２・・・3 名 

・月末を避けた方が良い。 

・月末は大変でした。 

・月末は訪問があり、少し大変かもしれません。 

・月末でない方が、有難かったです。 

・月末なので、もう少し早い時期が良い。 

 

 ( 5 とても良かった   4 良かった  3 普通  2 あまり良くなかった  1 良くなかった ) 

 

 ○研修内容について 

 評価 ご意見・ご感想 

新しい知識の習得や発見が

ありましたか。 

4 ３ ２ 1  

   ↓ 

４・・・22 名 

３・・・6 名 

・発見と自己の作成との、対比が出来て良かった。 

・見通しの立て方、総合的方針の立て方が分かった。 

・「本人の為のプラン」ということを常に頭の中に入れ

て、プランを作成したいと思った。 

・ＩＣＦの考え方＋食事、排泄、体調等の整理方法につい

てとても参考になった。 

・インテーク⇒プラン作成の流れ、その中での課題整理総

括表の位置づけの整理が出来ました。 

・他の事業所のケアマネさんの意見や、プランのニーズ等

の捉え方が分かってよかった。 

・気づきが沢山あった。又参加したい。 

・「見通し」「ニーズ」の捉え方がまだ難しい部分があり

ますが、理解が深まりました。 

・自分が作っていたものと違いすぎて、とても参考になっ

た。 

 ( 4 大いにあった  3 あった  2 あまりなかった  1 なかった ) 

 

 評価 ご意見・ご感想 

今日の講義を聞いて、今後

に役立てそうですか。 

４ ３ ２ 1 

   ↓ 

４・・・21 名 

３・・・5 名 

２・・・1 名 

・本人のニーズにないことは本人に理解してもらったうえ

で、ニーズになることが分かった。 

・根拠の導き方が理解できた。 

・本人の今の状況をプランにする。予測は必要だけれど

も。この考え方をいつも頭に入れて支援していける、プ



ラン作成をしていこうと思った。 

・まずやはり本人、家族の困りごとを。不安事は何か。ア

セスメントが大切と思った。 

・明日から活用したい。 

・アセスメントの大切さを改めて感じました（必要な情

報）。 

・「見通し」「ニーズ」の導きだし方について、振り返り

と改めて学ぶことが出来ました。 

・少しずつ改善してける様にしていきたいと思う。 

 

 ( 4 十分役立つ 3 役立つ 2 理解はしたが難しい 1 できない  ) 

 

○本研修で、特に印象に残った点をお書きください。 

・本人らしさ。個別プランの基本。見通し欄のまとめ方が整理できた。 

・展開図がとても分かりやすかったです。講義もわかりやすく、再確認が出来て良かった。 

・本人らしさ、本人のニーズ、再確認できる良い機会となりました。 

・シンプルなものが一番良い。ということが分かりました。 

・ケアマネ主体のプランにならない様、しっかり本人から意向を聞き出すことが必要だと感じた。本人が言

ってこない言葉を、ニーズにあげてしまっていたことを反省した。改めて本人主体のプランになる様にし

たいと思った。 

・見通しからニーズへの考え方や援助方針の記入方法、初心に戻って勉強になりました。 

・本人の言葉、どうしたいなどがニーズということだと再確認しました。 

・目標の立て方、アセスメントと課題整理総括表の違いが理解できた。 

・総合的な援助の方針が考えることが出来ました。 

・援助方針の表記は勉強になりました。課題整理総括表の訓練をしていきたいと思いました。 

・推測でプランを立ててはいけない。事実に基づいたプラン。 

・総合的な援助の方針の記載の難しさ。 

・要点を捉えてスリム化することを心掛けたいと思いました。 

・プランまでの流れが、今までよりスッキリしました。 

・課題整理総括表の考え方、とても勉強になりました。又、プランまでの考え方を一緒にできたことが良か

ったです。 

・本人らしさ、誰の為のプランなのかを再確認できました。 

・個別性のあるプランへの意識が必要。誰のためのプランかが大切との意味に気付いた。 

・分かりやすかったです。ありがとうございました。 

・方針の部分など、個別性、本人らしさを捉えていく必要がある。本人らしさが出るようにしたい。 

・「本人中心のプランでなければいけない」ということを改めて感じた。ケアマネの意向が入ってしまって

いた感じがする。もっと利用者本位の計画を立てていこうと思った。 

・対面での研修はいろいろな方の話を直接聞くことが出来、刺激になると改めて感じました。課題整理総括

表の視点やまとめ方についてとても勉強になりました。 

・何を狙ってどういう記載をしていくのか、改めて確認できました。知らず知らずのうちに本人の思いから

離れ、ＣＭの思いに基づいた内容になりがちな傾向も、自覚できる機会になりました。 

・「本人らしさに焦点を当てる」ということ。 

○今後、峡中支部に対する希望や要望がございましたらご記入下さい。（ZOOM の開催等も含む） 



・やはり対面研修は良いですね、又参加したいと思います。 

・久しぶりの対面での研修でした。ＺＯＯＭに慣れていたが、対面での良さ、気付き沢山ありました。 

・有意義な研修の企画をありがとうございました。 

・今後もよろしくお願いします。 

 

○所属事業所はどちらですか?O を付けて下さい 

居宅  施設  地域包括支援センター  小規模多機能  その他(           ) 

   ・居宅 20 名  施設 2 名  小規模多機能 1 名  市町村 1 名・・・記載 24 名 

     

※ 研修参加者 31 名  アンケート記載 28 名 

 

                         以上 


